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• 自己紹介

• 城崎温泉の紹介

• 豊岡観光DX事業について

• データ基盤

• 共通PMS

• 地域Webアプリ

• 今後の展望

Agenda
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所属 豊岡観光イノベーション（豊岡DMO）

役職 観光DXリーダー

経歴

2015年 豊岡市入庁
2017年 楽天トラベルへ出向
2019年 豊岡観光イノベーション出向

現在５年目

主な担当業務 豊岡観光DX推進事業の推進

これまでの業務

◼ 英語版ローカル予約サイト
「Visit Kinosaki」の運営

◼ 来訪者アンケート収集・分析業務
◼ SNS運用業務

趣味 カメラ、登山

一幡堅司
Ichiman Kenji
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人口 7万8500人

豊岡市

神戸
面積 700㎢

東京

大阪

兵庫県
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城崎温泉は「街全体が１軒の旅館」がコンセプト

駅が「玄関」、メインストリートは「廊下」、土産物屋は「売店」、
それぞれの旅館は「客室」、７つある外湯は「大浴場」



豊岡観光DX推進協議会

観光DX

街全体がひとつの温泉旅館を「デジタル」で体現するために

城崎温泉の宿泊データをリアルタイムで把握する手段を持っ
ていなかった。これをエリア全体で実現しようとするのが豊
岡観光DX事業のきっかけ

豊岡観光DXの取り組み

温泉旅館

客室

客室

客室DB

城崎温泉

旅館

旅館

旅館DB
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現状 課題

行政
DMO

• 地域の状況をリアルタイムに把握でき
ない

• 客観的・多面的なデータの取得✕
• データに基づく意思決定が不十分

エリアの観光マネジメントを行う際、タイムラ
グなくデータを確認したい。

• 繁忙期と閑散期に応じた価格設定
• 経営資源の適切な配分・管理の徹底

地域の
観光
事業者

• 個人旅行の割合増加
• お客様の個別ニーズにおもてなしが必
要

通常の業務に加え、感染症対策が加わっ
たため、業務の負担を軽減したい。

エリア全体の季節波動や先々の予約状況
を知ることで、客単価UPに繋げたい。

お客様の満足度をより高めていきたい。

そのデータを確認したうえで、現状に即した施
策の転換を行いたい。

データに基づく意思決定や日々の事業活動を充
分地域に浸透させていきたい。

コスト削減/
生産性向上

単価UP

お客様の
満足度向上

地域全体の
タイムリー
な統計デー
タの把握

迅速な施策
の実施

解決策

現状と課題の整理

豊岡観光DXの取り組み
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ダイレクト
メール

顧客メール
アドレス

共通PMS

共通PMS

その他
PMS

サイトコン
トローラー

豊岡観光DX基盤
メールマーケティング

システム

地域Webアプリ

リピーター獲得

ダッシュボード閲覧36施設

23施設

①統計データ収集基盤
の開発・活用

②共通PMSの開発

③地域アプリの運用

顧客情報

宿泊
情報

便利・お得な
旅行体験の提供

②CRM展開

アプリの利用

事業概要図
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地域全体の宿泊データをリアルな数値を用いて統計化する

PMSPMS SCSC

◼昨年と比較して予約増減があ
る日のヒートマップ化

◼需要を予測して収益を最大化
するための価格推移の可視化

◼自社と地域の比較を行い、価
格やプランの調整を行う

自社サイト・OTAなどで予約

豊岡観光DX推進協議会

事務局：豊岡観光イノベーション

豊岡観光DX基盤

地域の宿泊データが集まる

旅行者

宿泊者情報

宿泊日、金額、人数等を収集

ダッシュボード閲覧 観光事業者

データの分析・共有 市やDMO

• エリア全体の宿泊データや観光指標
（NPS、消費額、宿泊日数）の正確な
値の把握

• データから得られるエリアの動向をレ
ポートとして地域の事業者に共有

• 適切な販売管理（レベニューマネジメ
ント）や経営改善のヒントとなるデー
タの使い方のサポート

①統計データ収集基盤の開発・活用

基本的にはAPI連携
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旅館Aの成果事例

12

①主な使い方 実際のアラート通知―月/日単位のエリア全体、グループ単位稼働率の確認

②利便性を感じる
部分

単独旅館の長年の感覚ベースでプラン設定、価格設定をしていたが、エリア全体の
動きを参考にする事で、より根拠あるアクションが可能になった。

③経営への貢献度 • 夏休み後半、エリア、同価格帯、同規模旅館共に高稼働と認識し、9月のある日
程の残室の販売プランを1泊朝食付きから1泊2食付きのみに設定。結果、昨年同
曜日対比ADR+30%を達成。

• 9月の稼働率がエリア全体で伸びてないことを踏まえ、9月の休館日を2日増やす
ことで、コスト削減に努めている。

▲実際のアラームが出た画面 ▲アクションの結果、9月該当日のADRが上昇した

①統計データ収集基盤の開発・活用
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①主な使い方 オンハンドダッシュボードでエリアの動向をチェック
エリア別の予約分類別客単価をチェック

②利便性を感じる
部分

自社で任意の施設を選び比較グループができる点

③経営への貢献度 • 1泊朝食付プランの値付けを行う際に、1つの画面でエリア全体及び任意のグ
ループの平均単価を閲覧でき、プラン調査の短縮に繋がっている。

• これまではじゃらんnetや楽天トラベルのレポートや販売単価をそれぞれのペー
ジで確認しており、レポートやページを見る時間も多くかかっていた。各OTA
内で販売している範囲内に限られていた。

旅館Bの事例

▲任意グループと比較画面
（予約分類別客単価）

▲任意グループとの比較画面
（稼働率）

①統計データ収集基盤の開発・活用
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②共通PMSの開発・CRM展開

城崎温泉の宿泊施設においてPMSの統一化を進めるとともに、「豊岡観光DX基盤」を活
用したCRMシステムを開発することにより、顧客の消費行動を把握し、その情報をもと
に「顧客との関係を維持・向上させるためのアクション」を導き出し、実行していく仕
組みを作り上げることを目指す。

（１）PMSの統一化

（２）「豊岡観光DX基盤」を活用したCRMを開発する

（３）（２）を活用して観光地のCRMの仕組みを作り上げる

共通PMS 事業概要
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①共通PMSの方が、長期的にはお得であること
• 面的に導入することで、1施設当たりのコストダウンとなる。
• 最安値とまではいかないが、今よりも安くなる施設が多い。

②共通PMSの方が、データの穴が少ない情報の収集が可能であること
• 市販のPMSは50種類以上で、宿泊形態によって様々にカスタマイズ

されている。
• 共通PMSにした方が同じデータカラムで宿泊者情報を収集でき、不

足が少ない統計データとなる。将来的に、エリア全体と自社の正確
な比較に役立てられるので、施設側にもメリットがある。

共通PMS導入について、地域への説明のトークポイント

②共通PMSの開発・CRM展開
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■TOP画面例

②共通PMSの開発・CRM展開

共通PMS
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■料理集計画面

板場（厨房）と連携のため必須とした機能。
任意の日程で、どの会場でどの料理が必要かが一覧で確認できる。
当日の準備は1日単位で出力する、仕入れなど目安には1週間単位で出力するなど旅館の体制に
あった活用が可能となる。

②共通PMSの開発・CRM展開

共通PMS
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■入湯税設定画面

入湯税設定画面で記載し
た金額は宿泊人数や大人
子供区分に応じて売上日
報や帳票に反映される。

②共通PMSの開発・CRM展開

共通PMS
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■開発したシステム名

共通PMSとAPIで繋いだCRMシステムのメール配信機能

②共通PMSの開発・CRM展開

豊岡観光DX 観光CRMモデル

ダイレクト
メール

豊岡観光
DX基盤

メール
マーケティング

システム

メール
アドレス

共通PMS

共通PMS

リピートへ

■共通PMS
• 施設の顧客管理・会計管理がより便利になった。
• 入湯税の計算や食事が簡略化され、業務時間の軽減に繋がった。
• ばらばらのPMSでは実現できなかった、整ったデータメッシュで、不足した項目が少ない顧

客データを集めることができた。

■メールマーケティングシステムの導入
• クリック数や開封率の把握でマーケティングのPDCAに活用することができた。
• リピーターとなっていただくような情報発信を効率的に実行
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周遊を促進し観光消費額UP

地域Webアプリ「豊岡市スマホ観光ナビ」を展開。
エリア全体への誘客のため、また来たくなる仕掛けやアプリ自体にログインしてもらう仕掛けを
実装することで利用ユーザーを増やす。主な機能として、紙の宿泊者用城崎温泉外湯券がスマホ
上で利用可能、クーポン機能、スポット情報の閲覧、旅の思い出機能などを実装

③地域アプリの運用

ユーザーデータを取得して
マーケティングに活用

クーポン表示 デジタル外湯券 来訪スポット履歴
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KPI 2023年上半期 昨年比

来訪者のリピーター率
(訪問者のうち過去1年以内に訪問し
た人の割合)

35.3％ +3.0％

平均宿泊日数 1.17泊 +6.8％

宿泊客の１人１泊当り観光
消費額

27,370円 +14.5％

NPS 26.0 +3.1pt

共通PMS導入施設数 23軒 ー

地域Webアプリ参加者数 3,451件 ー
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成果
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豊岡観光DX基盤

メールマーケティング
システム

地域Webアプリ

今の取り組みと今後の展望

CRMの発展

来訪者アンケート
データ 国内誘客

キャンペーン

共通PMSデータやアプリ登録者のほ
か、来訪者アンケートデータやキャ
ンペーンで収集したメールアドレス
を積極的に活用
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今の取り組みと今後の展望

毎月のレポート配信

■目的
DX会員にダッシュボードから分かる過去の実績・需要予測や地域のイベント情報を
毎月レポートにして配信
■工夫したこと
・リテラシーが低い施設にも伝わるよう、表現に注意して作成
・祝日や松葉ガニ解禁以降の土曜日の動きなど、TTI独自の予測を入れ込む
■会員の反応
・知らない情報や予約の動きなど、大変ありがたく見ている（城崎・旅館業）
・昨年との比較データがあれば、なおよい（城崎・旅館業）
・仕入れや営業日の参考にしている（城崎・小売業）
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勉強会開催

■目的
会員に対し、ダッシュボードを渡すだけではなく、データの活用方法や事例を共有すること

で、データ活用への認識を高めてもらうとともに、ダッシュボードのメリットを感じてもらう。

■工夫した点
・ダッシュボードの使い方だけではなく、数字をどう活用するか、に重点を置いた。
・ダッシュボードをより活用するためのチェックリストを作成・共有した。

■2023年度実績
・2023年6月：11施設参加 2023年10月：9施設参加

今の取り組みと今後の展望
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豊岡観光DX基盤のデータと過去の統計データを組み合わせ、日次の推計値を配信

■頻度：平日毎朝
■期間：当日を含む１週間先まで
■内容：日ごとの推計値と稼働率

〇推計：宿泊人数＋日帰り人数の城崎温泉全体の推計値
• 【宿泊】DX基盤接続施設36施設のオンハンドを抽出。

城崎温泉全体に割り戻し、温泉街全体の推計とする。
• 【日帰り】過去の豊岡市推計値から宿泊vs日帰りの

比率を割り出し、上記宿泊人数推計から日帰り人数
を割り出す。

〇稼働率：DXデータ基盤から抽出

DX接続施設や協議会施設のみの数字ではなく、
城崎エリア全体の推計値を出すことで、飲食店や物産店
の営業・商品開発に活かしてもらう。

今の取り組みと今後の展望
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ご清聴ありがとうございました。


